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社会学的体系の 中におく立場が ある (鈴木 兵 ･豊原,
1971;豊原 ･鈴木兵,1975)｡中西ほか (1977)はこの観
点を全国のアカマツ群落とコナラ群落にお しひろめ,坐
国185調査地 (群落)の 比較にもとづき, 伊勢湾から岡
し, 広島県一九州北部の同群落を アカマツータロキ群集
としたO 後者は鈴木兵 ･豊原 (1971)のアカマツーコバ
ノミツバツツジ群集とほほ同一である｡
さきに対馬の森林植生を概観 した際に (伊藤, 1971;
























もに泥岩 と砂岩 ･泥岩の互屑)が広 く分布 している｡こ
れを貫いて,斜長斑岩 ･石英戊岩 ･流紋岩 ･粗粒玄武岩
類および花樹岩類があるが,全体に占めるその割合は小








北西部は気温低 く雨量 も少い (図2の BとC).最寒月



















































款別種 :アベマキ ･オオアプラススキ ･ネムノキ ･ク











植生分頬上の位置 :宮脇ほか (1971a;1978)の 分類
に従えば恐 らくネザサ群団に帰属するO
種組成上の特色 :西日本のコナラ群落に普遍的をヤマ








ンラン･ヤブラン･ヤブコウジ ･イタチシダ ･ネズ ミモ
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チ ･ヤブツバキ ･スダシイ ･ヒサカキ ･ウラジロガシで
ある｡シイ林域にありをか らも, この二次林には,アズ




(識別)種 5種の 存在とともに, 既記載の諸群集のそれ
らの欠如 または 低常在度である｡ すをわち 関東のコナ
ラーオニシバ リ群集のオニシバ リ,クヌギーコナラ群集の
クヌギ ･ヤマコウパシ ･ホソバヒカゲスゲ ･キンラン ･
ギンラン, コナラークリ群集の オ トコヨウゾメ ･アオハ
















北神戸 (矢野,1976), 14.神戸市垂水区 (服部ほか,


































































































64 35 25 50 130 100 100 70 36 25




















































































































44 23 22 Konara



















































































































































































ノダル ミ･タムシバ ･ハネミイヌエンジュ ･カクミノス
ノキをと (中西ほか,1977)が群集標徴種 とされ,それ








ジ･ネザサ ･ガマズ ミ･カマツカ ･クヌギ ･ヤマコウパ
シを欠 く点が際立った相違点をなす｡これらの植物のう
ちはじめの3種は,対馬に分布 していない種類である.
またコナラーノダル ミ群集は 中国地方以西の コナラ群落
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(鈴木 ･豊原,1971)であれ, またそれ以外の もので
あれ- それらとは同 じく5種の標徴種の存在と上記の
種群の欠如により区別 し得る｡ただ し,ノダル ミやゲン
カイツツジは九州北部から中国地方にもそろって分布 し
ていて (Horikawa,1976),後者は岩角地 (露岩地)に特






お Table2の 12はコナラークリ群集 (奥富ほか,1976)
と同定される｡二

























































特色から,新 しくコナラーノダル群集を 記載 した｡ 標徴
種はノダル ミ･ゲンカイツツジ ･タキキビ ･アッパタツ















------ 1977.同上 ⅤⅠ. 対馬のシイ ･タブ林につい
て.ヒコピア 8:170-179.
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